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１．研究の目的
日米の政府間パネルとして，「天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR）」が，従来よ

り組織され，その中にいくつかのワーキンググループが組織されている．そのうち，作業部会
D では，風工学に関するテーマについて日米の研究者，技術者で研究を進め，数年ごとにワー
クショップを開催してきた．近年，米国側の予算の都合により，ワークショップの開催が延期
される状況にあった．

ワークショップでは，大きくは気象，建築，土木の各分野での強風メカニズム，風災害，風
応答解析技術，制振技術などのテーマで意見を交わしてきた．過去には，日米研究者間での共
同研究や土木分野でのワークショップ開催などの取組みも行われ，一定の成果を上げてきた．
また，近年，竜巻等の強風災害が頻発し，風災害に関する一般市民の関心も高くなっている．
さらに，超高層ビルやタワーの建設や長大橋のプロジェクトも進められている．このような状
況の中，UJNR，WG-D のアメリカ側コーディネータである，Partha Sarkar 教授（アイオワ
州立大学）から，UJNR のフレームにとらわれずに 2016 年度にワークショップを開催し，日
米研究者間で情報交換，今後の研究の取組みに関して意見交換を行いたいとの申し入れがあっ
た．
本事業は，UJNR の予算フレームとは切り離してワークショップを開催し，今後の風工学，

風災害に関する研究の方向性に関して議論を行うことを目的とする．また，参加者についても
これまでのシニアメンバーに加えて，若手研究者の参加を得ることで，日米の共同研究などへ
の発展を期待する．

２．研究の方法
アメリカ側は，Sarkar 教授が NSFから Fund を獲得し，18名程度の研究者が来日可能となっ

た．2016年 5月 12～14日に東京大学にて，「構造物の風災害低減に関する日米ワークショップ」
を開催し，日米の研究者が風工学，風災害に関して研究成果を発表し，議論することで今後の
風工学の発展を目指す．日本側からは，WG-Dのメンバーに加えて，今後の風工学を担う若手の
研究者にも声をかけ，15名程度の参加を募ることにした．  

３．研究成果 
 2016 年 5 月 12～14 日に東京大学山上会館にて，アメリカから 18 名，日本から 17 名の研究
者の参加を得て，ワークショップおよびスタディツアーを開催した．12，13日のワークショッ
プでは，日米双方から風工学，風災害に関する 27 編の研究成果の発表があり，熱心な討議が行
われた．さらに，ワークショップの最後には，4 つのグループに分かれてのグループディスカ
ッションを行い，それぞれのグループごとに今後の研究展望，共同研究の可能性などについて，
報告を行った． 
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